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『今と繋げる、自分で語る：沖縄から学ぶヘリテージツーリズムの現在と未来』 
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     国際シンポジウム 

  先住民文化遺産とツーリズム 

   —北海道の可能性— 

2012 年 10 月 14 日-

14 日 

  

 
International symposium 2012  Indigenous Cultural Heritage and Tourism  

 

 

初めまして。プロジェクトメンバーの高崎と申します。専攻は社会学、環境社会学、地域社会学と呼

ばれる分野に接続した研究を行っております。普段は沖縄で人々の生計戦略の変化や資源との関わり

方などを調べています。さて、シンポジウムのタイトルである先住民文化遺産とツーリズムと本報告

の関係についてまずご説明したいと思います。ツーリズムに関して言えば、実は私は懐疑的です。と

いうのも、ちょうどこのシンポに向けてスライドをつくっていたこの間の朝、テレビに沖縄県宮古島

の美しい海が映し出されました。ある連続テレビ小説の初回が始まったのです。沖縄が重要な舞台と

なっていました。そしてまさに同じ朝、沖縄県の上空にオスプレイが飛来しました。それはとても皮

肉な朝でした。ツーリズムによる交流は、昔より随分と進んでいたはずです。文化搾取のようなツー

リズムは変化し、沖縄という場所の存在も、そこでくらしを営んでいる人びとの存在も、ツーリズム

を通して本土の人びとに浸透してきたはずでした。このテレビ小説も、舞台となったことによるツー

リズム効果が期待されているはずです。しかしまた、沖縄はツーリズムに裏切られたのではないだろ

うか。ツーリズムを通して近くなったはずだったのに、こんなにも、本土は遠かった。あれだけ嫌だ

といったのに、またしても、その声は届かなかった。ドラマが映し出すような美しい海と白い砂浜、

そして心優しい人びとしか、本土の人たちは必要としていないのではないだろうか？本当にツーリズ

ムの可能性なんてあるんだろうか？私自身も知りたいと思っています。そしてまた、そこに人びとの

実践がある限り、それを知らなくてはいけないとも考えています。 

次に「北海道の可能性」という部分。北海道の可能性とあるのに、なぜ沖縄の事例なのか。戸惑って

いらっしゃる方も多いのではないでしょうか？私もその戸惑いに深く共感します。 

   髙﨑 優子 
（北海道大学大学院文学研究科後期博士課程） 
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というのは冗談です。半分本当です。沖縄の事例で、とお話を頂いたとき、とても心配になりました。

しかし昨日の基調講演、そして本日のこれまでの報告から、同じ線の上の話だと改めて確認し、同じ思

いを分かち合うことを嬉しく思い、また、安堵しています。たしかに、沖縄とアイヌとでは異なる点が

あります。例えば、沖縄の人々は現在、先住民として認められているわけではありません（注：2008 年

国連自由権規約人権委員会が日本政府に勧告）。権利への要望はありますが、先住民として認められた

い、とう機運は統一的なものではないように思います。また、彼らには土地があります。その使用には

幾多の制限はありますが。そして、沖縄という地では、沖縄出身者は多数派です。そのような違いはあ

りますが、しかし、同じ日本という国家において、現在はその周縁に位置しながらも独自の歴史を歩ん

できたこと、その歴史と風土から形成された個性豊かな文化を持つこと、社会変動の中でその継承が問

題となっていることなど、アイヌの方々と共通する点が多くあります。共通する課題が多いというこ

と、そしてやはり、同じ「国内」で連携がとれやすいということ、そして一度限りではなく、継続した

仲間、継続した相談相手になってほしい、という理由から、二年前、当時のプロジェクトメンバーで沖

縄に視察研修にも行きました。本日見る事例も、その時からお世話になっている事例が中心です。従っ

て、本日最後のパネルなのですが、北海道から大分下り、遠く南の島の人々のヘリテージとツーリズム

を巡る実践から、私たちが学べることをご報告していきたいと思います。どうぞよろしくお願いいたし

ます。 

 

 

１． ではまず、沖縄の位置の確認です。現在いるのが上の赤い点になります。右側が今回の

事例地の地図。沖縄は大きく八重山、宮古、そして沖縄本島の３つからなりますが、今回の報

告事例は本島になります。二つ申し上げておきたいことがあります。ひとつは、今後の我々の

活動に活かすため、事例となるのは必ずしも考古学の対象となるような事例に限らないという

ことです。また、時間の関係上、それぞれの事例の実務的な部分、事業計画や収益性などに触

れることはできません。こちらの方は、今後もしお役に立てる機会がありましたらその際にお

話ししたいと思います。 
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２． 今回の発表の構成です。第１部でヘリテージとは何か、ツーリズムは何をもたらすのか

ということをお話しし、第 2 部で沖縄の人びとの実践を見ていき、そして第 3 部でこれからへ

向けてのことを考えたいと思っています。 

 

 

３． ではまず人々にとってヘリテージとは何か？ツーリズムとは何か？というところからは

じめたいと思います。 

 



 

 

４． 昨日からくり返し、ヘリテージとは何か、ということが議題に登っています。その内容

からみなさんお感じになられたと思うのですが、現在ヘリテージを巡る国際議論はかなり進

み、近年では無形文化遺産などの概念も定着してきています。また、遺産を固定化されたモノ

ではなく、有機的なシステムとして捉える考え方も進んでいます。 

では、あらためて、この石は遺産でしょうか？この写真は久高島という島で今年の夏に撮影し

たものです。 

久高では土地は神のものとされ、その私有が現在でも認められていません。人びとは島から借

りるという形で土地を使用しています。不平等が生じないように細かく分けられた土地は、こ

のように容易に動かせる小さな石で区切られています。数百年の昔から、このような小さな石

が土地の境界線をなしてきたのです。とはいえ、石自体は特別なものではなく、必要に応じて

拾って使う、よくある石です。ではこの石はただの石でしょうか？それとも、管理、保全、活

用すべき石でしょうか？遺産とはそもそも何を指しているのでしょう？ 

 

 

５． 世界遺産が遺産であることにおそらく異論はないでしょう。というわけでまず、世界遺

産を巡る実践を見ていきます。沖縄という地は近代以降、時に国家に内部化され、時に外部化

されるという歴史を歩んできました。一方で現在に至るまで決してナショナルには収斂されき

れない、独自の物語を有しています。たとえば、沖縄は 15 世紀から 19 世紀まで琉球王国と

いう一つの王国でした。その関連遺産群が世界遺産に指定されています。これら全ての遺産群

において、教育委員会などの文化財講座を修了した有志によるボランティアガイドを受けるこ

とが出来ます。彼らのガイドは非常に情熱的で、ともすれば教科書的で平坦になりがちなグラ

ンドストーリーを実に生き生きと語ってくれます。みなさんも沖縄を訪れた際にはぜひ、体験

されることをおすすめします。 
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６． さて、遺産群の中心をなす首里城公園は、県内観光客の実に 1/3 以上が訪れる、一大

観光スポットとなっています。人びとが目にする壮麗な朱塗りの正殿などは復元されたもの

で、世界遺産指定を受けているのは遺構部分になります。しかし人びとにとっては遺構の保全

の他に、正殿などの復元こそが重要な関心事でした。それはやや単純化して述べればオーセン

ティシティ、真正性の問題ではなくアイデンティティの問題です。首里城はさきの第二次世界

大戦時に日本軍の大営本部が置かれ、激しい戦火に巻き込まれて焼け落ちています。「首里城

の復元なしに沖縄の戦後は終わらない」というのが復元事業にあたっての人びとのかけ言葉

で、現在に至るまで真摯な活動が続いています。もちろん、ここに表明された歴史は正調の歴

史であって、内にあっては権力の歴史である点には留意しなくてはいけません。では、世界遺

産に指定されていない部分は人びとにとって遺産ではないのでしょうか？

 

７． さて、世界遺産という冠は時に苛烈な負荷を強います。斉場御嶽というのは王国最高の

御嶽として位置付けられた御嶽です。御嶽というのは祭祀空間のことです。沖縄ではこの祭祀

空間と観光をどう両立させるか、というのは大きな課題の一つです。斉場御嶽を管理している

南城市はここはあくまで聖域であるとの姿勢を貫いています。御嶽というのは本来はその集団

内でしか共有されない非常にプライベートな空間であり、また、日常的に入る場所でもありま

せん。市は斉場御嶽を開放する一方で負荷対策として入域料の徴収や休息日の設定を行ってい

ます。制限理由を公式サイトで公開したり、インタープリテーションを行ったりと様々な角度

から理解を促していますが、現状は厳しく、本来の姿である男子の入域制限も行うべきだなど

の声もあがっています。 
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８． もう少し、信仰と観光の関係について、そして観光がもたらす負荷についてお話しした

いと思います。 

隆起サンゴからなる沖縄列島は、青く美しい海に四方を囲まれたリゾート地でもあります。そ

こで、人々の生活に十分な敬意が払われているとは言い難い状況が多々生まれています。例え

ば左上の写真では竜宮神の祠に観光客の荷物が散乱しています。右写真の島では拝所にいたる

道にゲートを設置しました。真ん中のように、礼節を呼びかける貼り紙がされたりもします。 

 

 

９． ある離島では、悲願とも言える本島との架橋後に、生活環境が激変しました。観光客が

押し寄せ、地価が上がり、売地が増え、本土からの移住者やセカンドハウスが急増し、大規模

開発も始まっています。狭い島はレンタカーが走り回るようになり、通りでは子供たちが遊ぶ

こともお年寄りたちが語らうこともなくなりました。ここは人類発祥の言い伝えを持つほどの

非常に古い歴史を持つ島ですが、大変心苦しいことに、そのことが訪れる人たちの土地へのリ

スペクトに結びついていません。生活文化や文化遺産などへの関心は呼び覚まされておらず、

結果、住民の生活が軽視され、集落環境が悪化するというループに陥っています。ツーリズム

には、確かにこのような側面があるのです。 
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１０． さて、このような課題をもつツーリズム、そしてヘリテージですが、人々は実際

にヘリテージツーリズムの現場で、どのような実践を行っているのでしょうか。見ていきたい

と思います。 

 

 
１１． 現在、沖縄では自分たちの足元にある遺産への注目が高まっています。それは沖

縄という社会全体が変動の過程にあるからです。復帰後に生まれた世代が現役世代となり、離

島や地方からの人口流出は止まず、一方で内地からの移住者が増えている。県外で教育を受け

る子供達も増え、産業の変化により慣行的共同作業が減少し、祭りの稽古に割く時間もなかな

かとれなくなっている。若者の多くは島言葉を聞くことは出来ても話すことは難しいと言いま

す。また、豊かさを誇った自然環境も開発や気候変動の影響で激変している。そのような変動

の過程にあって、文化、というか先人たちの生き方や態度といった方が近いように思うのです

が、人々はそれを先代からの遺産として捉え、その理解と継承とを目指した様々な試みが始め

られています。その試みがツーリズムという手法と結びついている、大まかに述べればそれが

現在の沖縄のヘリテージツーリズムの主流となっています。そしてそれらの実践にはいくつか

の共通した特徴が見られます。 

 

 

 

国際シンポジウム 2012 先住民文化遺産とツーリズム—北海道の可能性— 

 



 

 

国際シンポジウム 2012 先住民文化遺産とツーリズム—北海道の可能性— 

 

 
１２． まず一つ目が、すでに申し上げたように小さな遺産に注目すること。そして、そ

れを語り（narrative）の力によって引き揚げるという手法です。 

例えば、恩納村という高級リゾートが立ち並ぶエリアがあります。そこから少し離れた場所

で、恩納村エコツーリズム研究会という団体が屋嘉田潟原という干潟を中心としたツアーを展

開しています。彼女たちの活動は、自らを取り巻く環境を先人達が創り上げた自然の理にか

なった風景として捉え、そのような自然との関わり方そのものを知り、使い、守ることを目的

としています。 

ツアーにおいては、集落の農道を抜けて海岸に出るまで、一見すればドラマティックではない

道が続きます。その道を、気負いのない、日常の会話の延長のような語りを聞きながら歩いて

行きます。個人的な関わり、思い、記憶、そして間に入る確かな知識。その何気ない語りに

よって周囲の環境全体が受け継ぐべき遺産として私たち来訪者の前に浮かび上がる、そういう

プログラムになっています。 

 

 
１３． 次に、自分たち自身で物語の掘り起こしを行うということ。国頭村の比地という

集落は、村の事業を利用し、地元ＮＰＯと組んでガイドブックを完成させました。この NPO

は 100 年後も人びとが住み続けられる村であるよう、土地に合ったツーリズムの形態を模索

することを目的としています。同じ村内にある与那集落はガイドブックを作成した後、更に国

交省の事業を利用してガイドツアーを始めました。聞き書きや実地調査を重ね、ガイドブック

やヘリテージツアーという実体化に至る過程を指して、ある男性は「自分たちの宝を見つけた

喜び」と話してくれました。その喜びが次の活動の契機となっていく、と。与那集落は活動の

中で 100 年前の旧道を自分たちで復活させ、維持管理するようになりました。 
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１４． 共通点の三点目は、人々は遺産を含む場所全体を、「自分たちがこれからも生き

ていく場所」として捉えているということです。久高島では久高島振興会というＮＰＯ法人が

中心となって集落のヘリテージツアーを実施しています。振興会の理念はシンプルで、この島

をこれからも生きていく場所として位置づける、ということです。 

経済的需要と生業の現状から、人びとにとって遺産を資源化し、そこから収益を得るという行

為は非常に、非常に重要な行為です。一方で人々は自分たちの生活環境を大きく変えてまで遺

産を資源化することは望んでいません。先人たちの歩みを受け継ぐことは、自分たちが生きや

すい社会を築いていく上で不可欠な要素である、との考えがそこにはあります。自分たちが属

する社会全体のサスティナビリティを考え、その実現の手段の一つとしてヘリテージツアーと

いう手法が選択されている、それが、現在の沖縄の人びとの実践です。 

 

 
１５． では最後に、これまでの事例を元に、私たちが目指すべきヘリテージツーリズム

のこれからを考えたいと思います。 
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１６． さて、改めて、この石は遺産でしょうか。この小さな石は容易に動かせます。動

かせるけれども、動かさない。そういう人と人、人と自然の関係が、この島には確かに息づい

ている。そうすると、この世界観は彼らにとってまさに受け継いでいくべき遺産です。わたし

たちはこの石を見ることによって、そしてその語りを聞くことによって、久高という島の世界

観を垣間見ることになり、島への敬意が生まれます。ヘリテージがもつ力とは、本来このよう

なものだと思われます。 

そして、この石に「効き目」があるのはそこに社会的合意が成立しているからです。かつ、こ

の土地に生産性が認められるという経済的状況も必要です。ヘリテージを継承していくという

ことは、この石が意味を持ちうる社会に敬意を払い、その社会を皆で持続させていくというこ

とでもあります。 

 

 
１７． そのためには、ツーリズムはどのようにあるべきでしょうか。昨日から続く講

演、報告の流れに重なるところが多く、従って今では「確認」の意味も含みますが、まず、ヘ

リテージは過去の「遺物」ではない、という態度が必要です。ましてや単なる観光資源でもあ

りません。第 1 部で見たように、自然や環境への関心だけでは、人々の生活に負荷がかかりま

す。従ってきちんと文化を伝えていく必要がある。一方で、遺産を過去にのみ属したものとし

て捉えると、現在の暮らしが軽視されることもある。ヘリテージの存在が現在の生活に繋がっ

てこそ、その場所を訪れる人々がそこに暮らす人びとの存在を尊重するようになります。遺産

とは、言い換えればかつての人々の生活の規範が可視化されたものです。継承する当事者も、

モノ（object）としての継承ではなく、そこに込められた規範(rule)、態度(attitude)を受け

止めることと、それらの積み重ねの上に現在の生活が成り立っていると自覚することが必要で 
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しょう。そのことを発見、伝達する手段としてのツーリズムの在り方、今と過去とを繋げる方

法を模索する必要があると考えます。 

そうすると、遺産と関わりを持つ者が「自分で」語ること、「自分で」表現することが非常に

重要となります。ツアーを経験するなかで、ガイドの方達の「自分たちが楽しむ」「個人的な

経験や想いを語る」語りが、過去と現在とを繋げていく瞬間に幾度も出会いました。そこには

必ずしも事実（fact）の比重は高くありませんでした。 

とはいえ、語る者としてある程度のレベルの知識の習得は必要です。その機会の提供は行政や

研究機関が行うことができます。重要なのは知識と経験との往復でしょう。このことの一つの

実践として、プロジェクトでは昨年度、「経験」としての原田さんのイラストや手書きの文章

と、「知識」としての印字の組み合わせというガイドブックを作成しました。 

しかしこの手法は一方で、知識の真正性を誰が、どのように、そしてどこまで担保するのか、

知識と経験との配分をどのように考えたらよいのか、という課題も抱えます。 

この課題に向き合いながら、このような試みは更に続けていく必要があると考えています。 

最後に、ヘリテージツーリズムは、それに関わる人々の生（Life）の充実のために行うという

姿勢をもつべきと考えます。どのような遺産も、結局は時代時代の人々の生の輝きが積み重

なって作られてきたものです。それを次世代に繋げていくためには、今、現にそこに展開され

ている人々の生の充実が目指されてこそ、少しずつ未来へと進んでいくことが出来るのではな

いでしょうか。遺産マネジメントのために、人々はそこで生活しているわけではありません。

その点を見誤ると、現在浸透しつつある当事者参加やボトムアップ型の資源管理、ボトムアッ

プ型のツーリズムデザインという潮流も名ばかりのものになってしまいます。ステークホル

ダー（注：利害関係者）といえば聞こえはいいですが、遺産ありき、ツーリズムありきで自分

たちの生が顧みられていない、という不満が人々の間に生じることも少なくありません。研究

者が例え善意から出たものであれ、既に自分の中で定めた目標のために人びとの声を聞き、人

びとと関わろうとするならば、それは当事者参加ではありません。我々の、そして人びとの生

の充実を図るには、文化遺産をどのようなかたちで人々の間に介在させ、どのようなやり方で

共有していけばよいのか。そのような発想が現場では求められているし行われています。遺産

の価値の査定や保護に走りがちな専門家が、遺産継承を担う当事者や地域社会と組むことの意

義の一つはこの点にあります。文化遺産をめぐる専門的知識と、当事者の思いとの架け橋とし

てこのワーキングプロジェクトが機能することを期待したいと思います。 

 

 
１８． 以上です。ご静聴ありがとうございました。 

 

 

 

11 



 

 

[日付] 

サンプル文章 

 

[日付] 

     国際シンポジウム 

  先住民文化遺産とツーリズム 

   —北海道の可能性— 

[日付] 

サンプル文章 

12 

国際シンポジウム 2012 先住民文化遺産とツーリズム—北海道の可能性— 

 

 

 
 

 

 

 


